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號三第卷一第誌雜究硏物植 


植物研究_誌第一卷第一ーー號 大正五年！日 


〇植物趣味/鼓吹 

主 筆 

植物學者ガ植物 >1就テ廣ク知リ深ク究メナケンパナラナイコトハ今 S 喋々スグマデモナイコトデアルガ然シ又 
一面二、 ノ我國民一般ガ平素植物一一注意スダ樣- i ナレバ延イテ我國ノ利ス，所ハ極メテ莫大デア，卜信ズ，其 レ 
故私ハ及 V 、スナガ ラ 種々植物 ノ 趣味又ハ利益.ノア， モノ タルコトヲ段々一一世人-一鼓吹シタイト思フ若シ之レガ 
爲一一幸二 今私ガ理想 トシ テ居， コトノ萬分ノー デモ 達セラレタトシ テ モソレ丈ノ 利益 ハ ア，譯デア， 

植物-一 趣味ヲ有シ テ 之ヲ樂シム コト ハ 國民ノ 孰 レノ 階級 ノ人デモ出來ル即チ上 ハ 畏ン多クモ高貴/御 方ヨリ 下 
ハ 今 H 暮シノ 細民又 ハ 非人デモ乞食デモ出來，總テ世ノ中デ錢ノ要 〆 樂ミハ財カアグ人デナケンパ得ラレヌガ 
草木 ヲ樂ム 事ナレパ何ンナ人デモ何レノ處デモ出來 〆 此レーー趣味ヲ持チテ其樂ヲ享ク 〆 コトトナレバ其味ヒハ 
只 デ 見 ル 植物モ百金千金 ヲ擲チ テ得ル樂ミモ同樣デアグ要ハタダ其趣味ヲ感ズルヤ否 ヤノ 如何二歸着スダ、折 
花 攀柳ノ快樂二 一夕千金 ヲ擲チ 不幸ニシテ身-一 悪疾ヲ受ケ 延イテ家庭二慘狀ヲ起ス樣ナコトト自然 ノ 美妙ヲ樂 
ンデ高尙ナダ趣味ヲ味ヒ淸淨無垢ノ情操ヲ得，モノト其社會ヲ善導惡化スル兩途-一關係スル所果シテ幾何デア 
ロウヵ財カノ豐ナ 〆 モノハ花柳ノ樂ミ-一走リ易イ其 證據二 /今日浪々タパ勢デ此種ノ快樂ガ天下 ヲ風靡シテ 居 
ル デ ハナイヵ然シソレガ爲メ社會ヲドレ程蠹毒シツツアルヵ又ドン程風俗ヲ壤亂シツツア 〆 力殆ンド想像ノ外 

. 植物趣味ノ鼓吹 , 
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植物趣昧ノ鼓吹 ____ 

デア，中 一 J 就テ.是レニ由.テ受ク 〆 其惡疾ノ蔓延,國民ノ元氣ヲ沮喪シ國民元氣ノ沮喪ハ取リモ直サズ國勢ノ萎 
縮デアル私ハ此弱肉强食貪纔飽クナキ世界ノー隅- i 國ヲ建テタグ我日本帝國ノ爲二此戰慄スベ キ娛樂 カラ切二 
人心 ザ 轉ジサセ國民元氣ノ沮喪ヲ防ギタイト思フ然シ國民元氣沮喪ノ原因ハ何乇コレ V 力？デハ固ヨ？ナイガ 
此事乇亦確カニ預ツテカガアル之ヲ防グニハ趣味ノ向上ヲ圖 〆 事ガ非常ナ必要デアグソシテ'其 向上 ヲ圖，爲メ 
我身邊ヲ圍繞ス y 草木ヲ利用スルハ最モ策ノ得タダモノデア 〆 卜思フコレナンパ前述ノ如ク錢ナクシテ誰デモ 
スグ-一樂ムコトガ出來，カラー般-!普及サス事ガ極メタ容易デアル 

普通二世人ハ植物學卜云フモノハタダ學者ノヤ 〆 事 デアルト思フタ居 〆 ガソレハ 餘ジ 11狹キ考へデア，今 B 世 
人ガ孰レノ學問へ對シテモソノ樣一一考へ 一7"居，モノデアルカラ學問卜社會トハ常-1其間二一條/深キ溝ガ出來 
テ連絡 i / テ居ルコトガ鮮ナイ延イ7-學者、ノ仙人ノ異名ノ樣一一思ハン常人ハ敬シク學者ヲ遠ザクグ樣 一 I ナリ學者 
ハ又段々卜引込ミープ超然獨尊ノ姿ヲナシ自然-一世ノ中ノ事一一迂遠トナヌ動クコト-一無性トナリ學者程世ノ中ノ 
役 >1立タヌ.モノ、ノナイトマデノ酷評ヲアピセ，掛ケランテ居 〆 ガコレハ畢竟主トシー7*學者ガ惡イノデ世人一一罪ハ 
ナイ、ツマリ學者ガ餘リ自分ヲ狹ク解シ.テ姿勢不動ノ位置 ヲ餘ジ 守リツ メタ 居 〆 カラデアル其 レ故 之 レニ 養成 
サルダ學生モ 亦 其先生卜同ジ型-一 嵌 リ餘リ融通 V キカ ヌ人ガ蛙ノ子ノ樣-1幾ラ乇世-一出ブ广コトーーナ 〆 槐 世！一 
投リ出サレテ見レバ ソウ 拔出デ.7-役-ーモ立タヌモノガ多ク世間カラ ノ 待遇モ薄 ク遂二 學者ぐ迁遠デ時務二通ゼ 
ズトノ 相揚ガ極 マ グ事 トナリ生キテ居レバ此 頻繁 ナダ社會一一立タネパナラズ金、ン入ルガ金ハ思フ樣一一取レズタ 
ダ 困， パ カリ デア， 植物 學デモ其樣二窮屈-1解セズ -1 一面 精細緻密ナル硏究ヲスルト同時一一 一面 社會卜 連絡ス 
ル 仕事ヲナシテ 行 クコトー I シタラ良イデ ハナイカ 學者ハ此ノ如ク社 # 一一 手 ヲ出セ パ其 學問ガ 爲メーー社 會卜 結ビ 
付イーブ 自然-一金モ取レ ル 樣一 ーナリ 生活モ 滑カー ーナジ 又常人ハ此等ノ學者一 | 敎ヮッーグ種々植物學上ノ智識 ヲ 涵養 
スレパ自然一一植物二趣味ヲ持ツ樣二乇 ナレバ 又植物學上ノ諸現象ヲモ解ス，樣ニナ リ之レガ面白ク ナッタ益々 
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向上スンパ其人ハー面カラ六ヶ敷言へパ植物學者トナ 〆 /デ畢竟植物學者卜言ハル 〆 人ハ常人ヨリハ少々深ク 
植物上/智識ヲ持ッタモノデアッテ之レヲ常人卜比べテ何モ特別二異ッテ居 〆 ノデハナイ譬へテ見レバ恰モ三 
角定規ノ樣ナモノデ其廣キー端ガ學者ナレバ其狹キー端ガ素人デア，素人ガ段々智識ヲ蓄へテ進ミ學者ガ不勉 
强デ新智識ノ修得 一！カメナヶレパ段々-1退歩シ其兩者ガ漸次一一定規ノ中央デ相接シテ遂一一打ツカ 〆 -一至，べク 
斯クナレパ何レガ素人力何レガ學者力遂-1分ラヌ樣-1ナル此理合カラ.考フレパ學者卜云フハタ、>便宜上/名稱 
デ何モ特別二變ッタモノデナクタ V 常人ヨリ / J > ノシク物事ヲ多ク覺 H テ居，人デアグ又博士卜云フト通常世人ハ 
えらくテトテモ近寄ダコトノ出來ヌ神樣ノ樣- i 思フテ居，ガ何乇ソンナ乇ノデハナイ中-ーハ無論えらい人モア 
ダガ又中-ーハ運動シテ貰タタ博士乇アグ私共ハ時々博士 ノ人カラ物ヲ聽カングガ此揚合一ーハ博士デナイ人カラ 
博士-一敎ウ 〆 譯ニナダ几ソ博士トハ此位ノモノデアグ扨此樣-一分ッテ見ン/植物ノ學デモ學者ノ專有物デナク 
素人デモ出來易イモノデ私ハ此素人ノ植物學者ガ多ク世-一出デンコトヲ熱望ス 〆 學者卜云フト窮屈故何モ學者 
卜云ハンデモ ヨイ 素人デ大二其趣味ヲ感ジ從ッテ 其智識 ノア 〆 モノガ社會ノ爲二欲-シイノデアダ換言ス V \本 
業ノ傍ラ道樂的-一植物學ヲヤ A 人ガ社會ノ爲 - I 欲シイノデ若シ其樣ナ人ガ出來タトスレバ啻二世ノ爲メバカリ 
デハナイ其本人ハ實二幸福ナダ生涯ヲ送，デアロウソコデ若シ其道樂ガ嵩ジタナラバー面カラ言へパ取リモ直 
サズ其道ノ學者デアッテ尙其業ガ嵩ジ進ンダナラ學者ヲ標榜セ 〆 斯道ノ大學者トナリ遂_一日本ノ學者ヨリ尙進 
ンデ、 a 東徉ノ學者トナリ S _!世界的ノ學者トナ，ノデアル若シ此道樂者ガ其道ノ書物デモ書イー7*之レガ其專門 
ノ 方面デ若シモ推獎スルーー價ス 〆 モノデアッタトスレバ其社會一 I 及ボス善感化、.;トレ程ノモノデアロウ必ズ世 
人、ノ之レガ爲 -1 動カサレテ好印象ヲ諸般ノ事柄ノ上=留ム k 樣一ーナぐデア Tf ウ西洋デ、ノ此例ガ乏シクナイ假令 
パ瑞西國ノ世界的ノ羊齒類ノ學者クリスト氏ハ本業、ン公證人デアリ又獨逸國ノ人デ世界的ノ苔類學者ステフハ 
1氏ハ印刷屋ノ主人デアッテ此等ノ人々ハ決シテ其學問デ飯ヲ食-ソーブ居，ノデハナク又學校デ敎授シー7*居， 

植物趣味ノ鼓吹 













( 57 ) 


號三第卷一第誌雜究硏物植 


ドノ 設立 不必要 トナ リテ暗一一人間ノ殘忍ヲ公示セル標札 ヲ徹 回ス 〆 ヲ得べク殊一一之ヲ以テ A 類同士-一 相臨マバ 
鳴呼亂レタ，今日社會ノ風俗、鳴呼日ヲ逐テ危險-一近ブキツヽア，今日ノ人心ヲ回ヘスー助トモナダコト疑ヒ 
ナシ！ 實際誠1一此ノ如 クナ レバ其人心 ヲ繫グ上-一就 テ百日/說法-1優 〆 萬々デアグト私ハ確信シテ居， 

今日學校デ植物動物等所謂博物ノ學ヲ敎 H ツ、アルハー面智識ヲ開發ス，上-一極メテ必要缺クコトノ出來ヌ關 
係モア，ガ又之レガ爲メー ー大, I 自然物ノ妙味趣味ヲ解スル樣ニナリテ延イタ之レガ人間ノ道德一一影響シテ居， 
コトモ決シテ少クナイ關係乇ア，又種々ノ產業ヲ勃興セシメテ國ヲ富マセ從テ益々世ヲ文明ノ域一一進マセル關 
係モア 〆 ソシテ其殖産事業ノ勃興ハ國人ガ動植物鑛物等ノ天産物硏究二熱心ナダーー正比例シ今日此國費多端ノ 
世-1此殖產業ノ葚夕 〆 博物ヲ等閑-一附セ樣モノナラソンコソ國二取リテ由々敷大事デ吾人、ン大-一之レニ反對セ 
ネバナラヌ初等敎育ヲ始メ中等敎育又/高等敎育デハ益々此博物/學ヲ獎勵シ振起サセテ大一一我國ノ殖產業ヲ 
盛大一一赴カシメ國ヲ富マスノエ夫ヲセネパナラヌ國ガ貧乏デハ小一ーシテハー家/貧乏卜相同ジク世界ノ列强ノ 
間一一伍シテ國家ヲ維持シ行クコトハ六ケ敷ナ，ノミナラズ其他博物學ヲ基礎トシ又ハ參考トセグ諸學科諸事業 
ハ之レガ爲メニ直チニ影響ヲ蒙リテ進步ヲ停止ス，コト、ナ，其レ故此博物學ハ決シテ敎育上ヨリ去ルコトハ 
出來ナイ至型至緊ノモノデア，然 〆 二動トモスレバ世ノ近服者流ハタ V '其末ヲ見テ其本ヲ察セズ其表面ヲ窺フ 
テ其裏面ヲ極メズ敎育ノ上ヨリ此國家-一須要ナダ博物學ヲ退ケントス 〆 輩ノナイデモナイ我帝國、ノ今ヨリー層 
國人ノ智識ヲ進メネバナラヌー方デハ又急轉直下ノ勢デ退廢セントセ，道德モ繫ガネパナラヌ又國費多端-ーテ 
年ヲ逐テ債務二苦メラレツ、アグ我國ヲ此窮境ヨリ救 フタ 大ーー國カヲ張 ラ ネバナラヌ世ノ中二此等ノ諸問題— 
直接間接相觸レ-ブ至大ノ關係ア 〆 博物學ヲ敎育上ヨリ棄テントスル人アレバ其ノ人、ノ我日本帝國へノ不忠ノ臣 
デアグ私ハ此文明ノ世ノ中二深ク我國民中二此ノ如キ沒曉漢ヲ出スナカランコトヲ切望スル 
人々頭ヲ回ラシテ我神州秀麗ノ山河ヲ飾 〆 草木ノ美ヲ見ヨ又眼ヲ轉ジテ其山河ノ秀麗其草木ノ美觀裏-一萬古ヨ 

植物趣味ノ鼓吹 









リ淘冶セラレタ，我帝國ノ國民ヲ見ヨ此等ノ山河草木ガ如何-一我國民性ヲ美化シ詩化シ居，コト夫 V 幾何ゾ此 
美化シ詩化セ 〆 心情ハ延ィテ我邦ノ美ナル道德卜密_1 相 關聯シテ居 〆デ、 V ナィ カ 是-一由テ之 ヲ觀レ パ植物 ノ學 
ヲ排斥ス，モノハ亦一面我國道德ノ破壤者デ アグ トモ言へ 〆 (未完) 


〇「バイブル」ノ植物 

牧野富太郞日フ填日私ハ或必耍扩アッタノデ聖書中ノ或ル植物チ調べテ見タガ其支那卜日本トノ兩_書-|ハ其植物二誤！！ガ多イコトヲ知 
ッタ又ソレト同時 II 私ノ璲念一一惑ジタノハ今日 n ンナ進歩ノ世デア V ナガラ何故二此樣ナ誤譯チ舊ノママーー放繁シ置イテ少シ乇吹正チシ 
ナイコトデアル、又 併 セテ 不審 二思フノハ 該敎 チ奉ズル人々/中一ーハ.有數ノ碩學 ip 決；；，テ少ナクナイノ ||何故1一疾ク其邊ノコトーー氣ガ附 
カヌノデアロウカトイ7コトデアル(間違ッタコトチ直スコト卽チ過チヲ吹ムルコトデア少カラキット神樣ハ此吹譯ノ擧ヲ嘉納 y タマ7 
コト デ アロウ〕私ハ 信者デ ハナイケレドモ此等ノコト **氣 ニ ナッテ仕方ガナ イノ デ 試 一一 私 / 知人ノ篠崎君11 勸メテ 此ノ文チ草セシメ タノ 
デアル 若 シモ同君ノ 記事 二誤ガアッタナラパ幸二敎チ垂 ルルコト ー| 吝ナラ ヌコト チ私 カラ 讀者二懇請シデ置キ マス 又私ノ友人ノ松田定久 
君並- 1久內淸 孝君ガ有益ナ參考書 チ貸シテ下サッタコトチ此二惑謝シ置キマス . 

篠峙信四郞 

「バイブ，」ご啻 f : 神イエス キリスト ヲ信ズル者ノ寶典タルノミ ナラ ズ實,二般人類ヲ敎化ス 〆 二足ダべキ聖典 
ノー ナ？而シテ 原書ぐ ギリシャ及ビへブル語一ー テ誌 サレアレド旣一一世界五百六十餘種ノ國語一一飜譯サ.レ殆ド全 
世界二 亙リテ 弘ク配布サレタレ V 原書 ヲ讀ミ得 ザル 者卜雖ドモ「バイブ，」ヲ味ヒ得ダハ容易ナ9我國二於テ創 
世記乃至約翰默示錄六十六卷邦語-一飜譯サレク，ハ明治二十年末ノ事ナリ其功飜譯委員-ーア，ハ論ナヶレド乇 
又橫濱二於ル米國聖書會社々長タリシ故ルクシス博士 -1 負フ所大ナダヲ忘，ベカラズ聖書會社以外一一「パイブ 
ダ」ヲ邦語一一飜譯セント試ミタル 人士 ナキニアラズサレ ド 新舊約 六十六卷ノ 全書 ヲ完 全-一飜譯シ了シタ，者 一 







